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このコーナーでは、平戸市で活躍する人や団体にスポットをあて、ご紹介します。

(左)平戸園芸愛好会 吉永 保雄 さん
よしなが　やすお

(右)向花樹会　森 喜一郎 さん
もり　きいちろう

　

平
戸
市
が
誇
る「
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
」を
大

切
に
育
て
る
平
戸
地
区
の「
平
戸
園
芸
愛

好
会
」と
田
平
地
区
の「
向
花
樹
会
」の
皆

さ
ん
。
毎
年
２
月
〜
３
月
に
展
覧
会
を

開
催
す
る
団
体
の
２
人
に
、
活
動
に
か

け
る
思
い
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ　

ツ
バ
キ
を
育
て
て
、
ど
の
よ
う
な

　

と
き
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
か
。

吉
永
　
盆
栽
で
は
接
ぎ
木
し
て
育
て
る
の

で
す
が
、
時
間
を
か
け
て
よ
う
や
く

花
が
咲
い
た
と
き
に
喜
び
を
感
じ
ま

す
。
特
に
、
交
配
し
た
花
は
咲
く
ま

で
色
や
形
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、
待

つ
時
間
も
楽
し
み
で
す
。

森
　
私
は
毎
年
、
田
平
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
の
依
頼
で
、
小
学
校
の
卒
業
生
に

苗
を
贈
っ
て
い
ま
す
。
中
学
生
に

な
っ
た
皆
さ
ん
が「
花
が
咲
い
た
よ
、

あ
り
が
と
う
」と
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ

る
こ
と
が
何
よ
り
嬉
し
い
で
す
。

Ｑ　

今
後
の
活
動
へ
の
思
い
を
聞
か
せ

　

て
く
だ
さ
い
。

吉
永
　
若
い
仲
間（
会
員
）を
増
や
し
た
い

　
で
す
。
な
か
な
か
気
付
か
な
い
の
で

　
す
が
、
身
近
な
場
所
に
き
れ
い
な
花

　
を
た
く
さ
ん
咲
か
せ
て
い
る
ツ
バ
キ

　
に
目
を
向
け
楽
し
ん
で
ほ
し
い
で
す
。

森
　
田
平
を「
ツ
バ
キ
の
ま
ち
」に
し
た

　
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
ち
中
に
ツ

　
バ
キ
の
花
が
咲
き
、
み
ん
な
で
種
を

　
集
め
て
油
を
絞
り
名
産
品
と
し
て
確

　
立
で
き
る
く
ら
い
、
活
動
を
広
め
て

　
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

平戸
の

チカラ

平
戸
園
芸
愛
好
会
・
向
花
樹
会

数
百
種
の
平
戸
・田
平
の
ヤ
ブ
ツ
バ
キ

花
を
咲
か
せ
て
ま
ち
を
元
気
に

イベント情報

第50回平戸椿まつり 　　　○と　き　２月21日(土)・22日(日)　　　○ところ　平戸市未来創造館
第52回田平つばき物産展　○と　き　２月28日(土)・３月１日(日)　○ところ　田平町民センター

ツバキに魅せられ半世紀

編
集
後
記

　
平
戸
市
で
は
昨
年
10
月
の
改
選

に
よ
り
新
市
長
が
誕
生
し
、
新
た

な
議
会
議
員
の
メ
ン
バ
ー
も
揃
い

ま
し
た
。

　
そ
し
て
程
な
く
12
月
議
会
が
開

か
れ
、
新
人
議
員
を
含
め
た
12
名

が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
新

人
議
員
の
新
た
な
目
線
か
ら
の
質

問
、
そ
し
て
新
市
長
の
心
を
込
め

た
答
弁
が
印
象
的
で
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
こ
の「
議
会

だ
よ
り
」を
読
ま
れ
る
頃
は
、
巳

年
か
ら
午
年
へ
改
め
て
の
新
年
に

な
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
旧
暦
２
月
の
和
風
月
名
は
如
月
。

万
物
が
春
に
向
か
っ
て
動
き
出
す

と
い
う
意
味
合
い
が
あ
る
よ
う
で

す
。

　
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
と
共
に
動
き

出
す
、
新
広
報
特
別
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
　
　
　
池
田
　
稔
巳

き
さ
ら
ぎ

向花樹会の皆さん

こ
う
か
じ
ゅ
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ふれあいバス

　現在、生月バスが運行している平戸高校線（加勢川入口―

平戸高校）の路線廃止（予定）に伴い、その代替路線として、

令和８年４月からふれあいバスの運行区域を拡大する。

　これに伴い、汐見町バス停で生月バスからふれあいバス

に乗り換えとなる。

　令和７年２月の岩手県大船渡市の林
野火災を受け、林野火災予防の実効性
を高めるために、総務省消防庁により
国の基準が改正された。
　これを踏まえ、平戸市でも、気象状
況に応じて「林野火災注意報」または
「林野火災警報」を発することができる
よう条例の一部を改正した。
　また併せて、たき火の届出制度が必
要になることを明確化した。

総務厚生委員会での主な論議

Ｑ　交通アクセスはきちんと連携しているのか。

Ｑ　バス料金が、生月一部桟橋～平戸高校の一般料

金の場合、現行の1,040円(※)から570円(※)と

安くなることで、一般の利用者が増えることも想

定されるが、運行対応は可能なのか。

　高校生の通学で利用する朝夕の便は確実に連携

する。

令
和
７
年
12
月

定
例
会

今
議
会 

こ
こ
に
注
目

総
務
厚
生
委
員
会

総務厚生委員会での主な論議

Ｑ　市の広報誌やホームページ

などで市民に周知すると思う

が、地域での啓発活動や消防

団の車両巡回などによる周知

も必要ではないか。

　さまざまな手段でしっか

りと市民に周知したい。

Ａ

総務厚生委員会での主な論議

Ｑ　グリーンヒルズの宅地として売却可能な最後の１区画を売却したとのこ

とだが、残りの区画について、災害時の仮設住宅用地や地域での活用など

も含め有効活用の方向性を早めに決定すべきではないか。

　これまでも活用方法を検討してきたが、早急に結論を出せるよう庁内で検

討していきたい。

Ａ

Ａ

　現在の乗車状況によると現行のふれあいバスで

対応可能と考えているが、今後の運行状況に応じ

て、増便または車両の大型化を検討したい。

Ａ

議
案
第
113
号「
令
和
７
年
度
平
戸
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）債
務
負
担
行
為

　
　
　
　
　

補
正
中
、
総
務
課
所
管「
ふ
れ
あ
い
バ
ス
運
行
業
務
委
託
料
」

通
学
時
間
帯
の
接
続
で
利
便
性
の
担
保
を

加勢川入口
バス停

1,050円
（加勢川入口⇔平戸高校）

※生月一部桟橋⇔平戸高校は1,040円 平戸高校
バス停

加勢川入口
バス停

汐見町
バス停

390円
（加勢川入口⇔汐見町）

200円
（汐見町⇔平戸高校）

平戸高校
バス停

生
命
・
財
産
を
守
る

　
　
林
野
火
災
予
防
を

議
案
第
113
号「
令
和
７
年
度
平
戸
市　

　
　

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）中
、

　
　

歳
入「
不
動
産
売
払
収
入
」

林野火災注意報・警報の運用開始～１
１

　発令時には、火入れ・たき火・花火の使用・可

燃物近くや山林などでの喫煙が規制されます。

○火入れ・たき火の例

小枝・枯れ葉の焼却 たき火麦わら・あぜ草の焼却

キャンプファイヤー キャンプ場での屋外調理

林野火災注意報

　林野火災の予防上「注意」が必要と判断される気

象状況になったときに発令。市内での火入れ・たき

火など、火の使用を控えてください。（努力義務）

林野火災警報

　林野火災の予防上「危険」と認める気象状況になっ

たときに発令。市内において火入れ・たき火など、

火を使用することができません。（罰則のある義務）

　火の使用制限に従わない場合は、30万円以下の

罰金または拘留が科されることがあります。

※詳細は消防署または出張所へお問い合わせください。
　▶消防署　☎22-3167　　　▶中津良出張所 　☎27-1126　　　▶生月出張所 　☎53-2580
　　　　　　　　　　　　　   ▶田平出張所　 　☎57-0440　　　▶大島出張所 　☎55-2040

定例会概要

委員長報告全文

現在の路線

変更後の路線（令和８年４月１日変更予定）

議
案
第
100
号「
平
戸
市
火
災
予
防
条
例

　
　
　
　
　

 

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」

令和８年

※生月一部桟橋⇔汐見町
　は370円

有
効
活
用
の
検
討
を

生月バス
（平戸高校線）

生月バス
（平戸線）
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ネットワーク化加算

　複数の集落協定間でのネットワーク
化、統合などを行った上で、主導的な
役割を担う人材の確保と農業生産活動
などの継続のための活動を行う場合に
加算。

スマート農業加算

　先端技術を活用した作業の省力化・
効率化の取り組みへの加算。
○対象活動の例
　▶リモコン式自走草刈機での除草
　▶ドローン播種・防除・農薬散布
　▶水管理システムの導入
　▶自動鳥獣捕獲機の導入など

追加された加算措置

　令和7年12月14日の西九州自動車道平戸インターチェンジ開通に伴い、
平戸市外からの新たな宿泊客の獲得と地域経済の活性化を図るため、宿泊
クーポン券を販売する。
　内容は1,000円で購入すると市が2,000円を補助し、3,000円分の宿泊
クーポン券として利用できるもので、コンビニエンスストアを通じて1万枚
販売する予定である。
※本キャンペーンは平戸市外の皆さんが対象です。

詳しくは特設サイトをご覧ください。

産業建設文教委員会での主な論議

Ｑ　実施時期や周知方法、対象宿泊施設の設定についてはどのように

考えているのか。

令
和
７
年
12
月

定
例
会

産
業
建
設
文
教
委
員
会

　実施時期は２月から３月までを想定している。この時期は「ひらめ

まつり」と重なることから、相乗効果が図られるよう、福岡・佐賀・

長崎の３県でテレビＣＭを放映するとともに、インスタグラムを活

用し幅広く周知を行う。宿泊施設については、市内の全宿泊施設を

対象とする方針。

Ａ

議
案
第
113
号「
令
和
７
年
度
平
戸
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）」中
、

　
　
　
　
　

   
観
光
課
所
管「
平
戸
宿
泊
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
」

交
流
人
口
の
さ
ら
な
る
増
加
へ
向
け
て

議
案
第
113
号「
令
和
７
年
度
平
戸
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）」中
、

　
　
　
　
　

   

農
業
振
興
課
所
管「
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
事
業
」

ス
マ
ー
ト
農
業
へ
の
取
り
組
み
を
促
す
た
め
に

議
案
第
136
号「
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
（
南
部
市
民
屋
内
運
動
場
整
備
事
業
）

計
画
段
階
か
ら
徹
底
し
た
精
査
を

　中山間地域等直接支払制度は、条件が不利な地域での農業生産継続のため、国および

地方自治体が支援するもの。「農業の有する多面的機能の発揮の促進に関する法律」に基

づき実施されている。

ドローンでの農薬散布リモコン式自走草刈機

南部市民屋内運動場（１月13日時点※完成前）

　南部市民屋内運動場整備事業の工事費

について、1,460万円ほど増額補正とな

るもの。

産業建設文教委員会での主な論議

Ｑ　スマート農業加算について、
90の協定のうち43協定の申請
があっているが、まだ申請が済
んでいない協定の中には途中加
入できることを知らない協定も
多いと思う。不公平が生じない
よう周知徹底してほしい。

　年度ごとに途中加入も可能な
制度であるため、改めて各協定
に対して丁寧に説明を行い、で
きるだけ多くの協定がスマート
農業加算に加入してもらえるよ
う努めていく。

A

産業建設文教委員会での主な論議

Ｑ　変更箇所の多くは設計段階で

把握しておくべき事項である。

当初予算の信頼性も損なわれか

ねないので、しっかり精査した

うえで当初予算を提出してもら

いたい。

　ご意見は当然のことであり、

細かいチェックが漏れていた。

今後は、担当部局と十分に協議

を重ね、当初予算の段階から

チェックを徹底していく。

A

祝 

西
九
州
自
動
車
道 

平
戸
IC 

開
通

令
和
７
年
12
月
14
日
16
時
〜

はしゅ

お得に
泊まれる
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平戸市ふれ愛センター度島条例の一部改正について

平戸市放課後児童健全育成事業の設備及び運営
に関する基準を定める条例の一部改正について

平戸市家庭的保育事業等の設備及び運営に関
する基準を定める条例の一部改正について

平戸市特定教育・保育施設及び特定地域型保
育事業の運営に関する基準を定める条例の一
部改正について

平戸市乳児等通園支援事業の設備及び運営に
関する基準を定める条例の制定について

平戸市火災予防条例の一部改正について

平戸市学校屋外運動場夜間照明施設管理条例
の一部改正について

平戸市社会体育施設条例の一部改正について

平戸市生月町勤労者体育センター条例の一部
改正について

平戸市ふれあいセンター条例の一部改正について

平戸市公民館条例の一部改正について

平戸市生月町開発総合センター条例の一部改
正について

平戸市田平町民センター条例の一部改正について

平戸市地域交流センター条例の一部改正について

平戸市総合運動公園条例の一部改正について

平戸市ふれあい会館条例の一部改正について

平戸市未来創造館条例の一部改正について

平戸市生月町Ｂ＆Ｇ海洋センター条例の一部
改正について

令和７年度平戸市一般会計補正予算（第５号）

令和７年度平戸市国民健康保険特別会計補正予算
（第２号）

令和７年度平戸市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号）

令和７年度平戸市介護保険特別会計補正予算（第２号）

令和７年度平戸市工業団地事業特別会計補正予算
（第２号）

指定管理者の指定について　　　　　　　　
※平戸市前津吉インフォメーション

○議　案　44件

○議　案

番号 件　名 結 果 番号 件　名 結 果

審議された案件と結果
令和７年12月定例会

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

原案可決95

96

97

98

99

100

101

102

103
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議
員
　
移
住
推
進
の
課
題
認
識
は
。

財
務
部
長　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
移
住
の

障
壁
と
挙
げ
る
回
答
が
多
か
っ
た
の
は

「
仕
事
」と「
住
ま
い
」。

議
員
　
国
や
県
な
ど
の
公
営
住
宅
の
空
き

部
屋
を
移
住
者
向
け
住
宅
と
し
て
活
用

で
き
な
い
の
か
。

財
務
部
長　

活
用
に
つ
い
て
、
関
係
機
関

と
協
議
し
調
整
を
進
め
て
い
る
。
移
住

推
進
に
資
す
る
よ
う
、
今
後
も
調
整
に

努
め
た
い
。

議
員
　
例
え
ば
看
護
師
な
ど
人
材
不
足
が

顕
著
な
職
種
に
係
る
移
住
支
援
を
強
化

す
る
な
ど
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た
対

策
を
行
う
考
え
は
。

財
務
部
長　

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
る
こ
と
も

手
法
の
１
つ
と
し
て
、
研
究
を
進
め
て

い
く
。

議
員
　
夜
間
や
雨
天
時
の
走
行
の
頼
り
と

な
る
道
路
の
区
画
線
が
消
え
て
い
る
の

は
危
険
。
早
急
な
対
応
が
必
要
。
点

検
・
補
修
工
事
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
る
の
か
。

建
設
部
長
　
点
検
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
委
託
し
、
職
員
の
通
勤
や
現

場
移
動
の
際
に
も
道
路
の
異
常
等
の
把

握
に
努
め
て
い
る
。
補
修
は
、
予
算
の

範
囲
内
で
交
通
量
が
多
い
路
線
を
優
先

的
に
実
施
し
て
い
る
。

議
員
　
不
登
校
者
は
増
え
続
け
、
昨
年
度

過
去
最
多
と
な
っ
て
い
る
。
安
心
し
て

学
べ
る
環
境
の
提
供
は
大
人
の
責
務
。

教
育
委
員
会
だ
け
で
な
く
、
市
全
体
で

考
え
る
必
要
が
あ
る
。
市
長
部
局
と
し

て
の
取
り
組
み
は
。

福
祉
部
長　

必
要
に
応
じ
、
こ
ど
も
未
来

課
が
教
育
委
員
会
と
共
通
認
識
を
持
ち
、

支
援
の
方
向
性
を
検
討
す
る
な
ど
、
連

携
を
図
っ
て
い
る
。

一般質問とは

一
般
質
問

一
般
質
問

令
和
７
年
12
月
定
例
会

令
和
７
年
12
月
定
例
会

議員が市政運営全般にわたり、その執行の
状況や将来の方針、考え方などを市側に質
し、答弁を求めることをいいます。平戸市
議会では定例会毎に実施しており、答弁時
間を含めて、1人あたり60分の持ち時間が
与えられています。

議員が市政運営全般にわたり、その執行の
状況や将来の方針、考え方などを市側に質
し、答弁を求めることをいいます。平戸市
議会では定例会毎に実施しており、答弁時
間を含めて、1人あたり60分の持ち時間が
与えられています。

　12月定例会では、12月３日～５日の一般質問で12人の
議員が登壇。松尾有嗣新市長の行政運営や産業振興、人口
減少対策などの課題への対応策や今後の計画・進捗などに
ついて市の考えを質すほか、議員それぞれの視点からの提
案などについて議論が交わされました。

※各議員の二次元コードから一般質問の録画放送をご覧になれます。
※文責はいずれも本人です。

ともに学ぶ子どもたち

課
題
に
即
し
た

　
　
　
施
策
の
再
検
討
を

録画放送

新波クラブ
針尾　直美

市 政 へ 鋭 く 問 う ！市 政 へ 鋭 く 問 う ！
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高
齢
社
会
へ
の
対
応
と 

　
公
設
霊
園
の
設
置
を
問
う

市 政 へ 鋭 く 問 う ！市 政 へ 鋭 く 問 う ！ 市 政 へ 鋭 く 問 う ！市 政 へ 鋭 く 問 う ！

議
員　

コ
メ
の
高
騰
に
対
し
全
世
帯
へ
お

　

米
券
の
配
布
を
求
め
る
。

市
長　

重
点
支
援
交
付
金
活
用
で
お
米
券

等
の
食
料
品
物
価
高
騰
支
援
も
含
め
、

活
用
内
容
は
庁
内
で
検
討
す
る
。

議
員　

平
戸
市
の
水
道
料
金
は
、
県
下
13

市
の
中
で
一
番
高
い
。
水
道
料
金
の
引

き
下
げ
を
求
め
る
。
一
般
財
源
か
ら
の

繰
入
や
国
か
ら
の
支
援
を
求
め
る
べ
き
。

水
道
局
長
　
平
戸
市
は
、
離
島
な
ど
地
理

的
要
因
か
ら
、
人
口
規
模
に
対
し
て
ダ

ム
や
浄
水
場
、
配
水
池
な
ど
の
水
道
施

設
を
数
多
く
所
有
し
て
お
り
、
老
朽
化

し
た
水
道
施
設
の
更
新
に
多
額
の
費
用

を
要
す
る
。
ま
た
、
物
価
高
騰
か
ら
水

道
会
計
の
赤
字
が
発
生
す
る
見
込
み
で
、

料
金
引
き
下
げ
は
非
常
に
困
難
な
状
況

で
あ
る
。

議
員　

小
中
学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
求

　

め
る
。

教
育
次
長
　
市
単
独
で
は
無
理
な
の
で
、

　

国
・
県
の
支
援
を
要
請
し
て
い
る
。

議
員　

基
金
を
活
用
し
て
国
民
健
康
保
険

税
の
引
き
下
げ
を
求
め
る
。
保
険
税
が

高
く
な
る
統
一
は
や
め
る
べ
き
だ
。
基

金
の
活
用
や
国
庫
負
担
を
大
幅
に
増
や

す
こ
と
を
求
め
る
。

市
民
生
活
部
長　

国
が
定
め
る
国
保
の
県

内
統
一
に
向
け
協
議
中
。
統
一
時
に
は

保
険
税
の
上
昇
が
見
込
ま
れ
る
。

議
員　

介
護
保
険
料
の
引
き
下
げ
を
求
め

　

る
。

福
祉
部
長　

厳
し
い
状
況
だ
が
、
今
後
と

も
基
金
の
充
当
や
適
切
な
給
付
に
心
が

け
て
保
険
料
の
設
定
に
努
め
る
。

議
員　

イ
ノ
シ
シ
対
策
に
市
が
本
腰
を
入

れ
て
取
り
組
む
こ
と
。
そ
の
捕
獲
促
進

の
対
策
と
し
て
鳥
獣
対
策
再
資
源
化
施

設
設
置
の
取
り
組
み
を
求
め
る
。

市
長　

捕
獲
強
化
は
必
要
。
猟
友
会
や
関

　

係
機
関
と
協
議
し
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

捕獲されたイノシシ

お
米
券
配
布
や

　
市
民
の
負
担
軽
減

　
　
イ
ノ
シ
シ
対
策
を
問
う

録画放送

日本共産党
岡村　文雄

議
員　

選
挙
で
公
約
に
あ
げ
て
い
た
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
実
現
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う

な
思
い
で
問
題
解
決
に
取
り
組
ま
れ
る

の
か
。

市
長　

最
優
先
で
取
り
組
む
の
は
、
第
一

次
産
業
の
再
生
と
成
長
で
あ
る
。
本
市

の
原
点
で
あ
る
農
林
水
産
畜
産
業
の
活

力
な
く
し
て
、
人
口
の
維
持
も
観
光
振

興
も
な
し
得
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。

　

特
に
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
支
援
や

担
い
手
育
成
、
生
産
か
ら
販
売
ま
で
の

一
貫
支
援
、
ブ
ラ
ン
ド
化
と
販
路
開
拓

を
県
や
国
と
の
連
携
で
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
進
め
、
稼
げ
る
第
一
次
産
業
へ

の
転
換
が
実
現
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

　

人
口
減
少
対
策
は
、
空
き
家
活
用
に

よ
る
移
住
促
進
と
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
整

備
な
ど
の
仕
組
み
づ
く
り
を
実
行
す
る
。

議
員　

中
部
地
区
に
こ
れ
ま
で
あ
っ
た
乗

り
合
い
タ
ク
シ
ー
が
廃
業
に
な
り
、
お

年
寄
り
な
ど
交
通
弱
者
の
皆
さ
ん
が
移

動
の
不
便
さ
を
非
常
に
感
じ
て
い
る
が
、

ど
う
取
り
組
む
の
か
。

総
務
部
長　

高
齢
化
が
進
む
本
市
に
お
い

て
、
移
動
手
段
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

生
活
の
質
を
大
き
く
左
右
す
る
も
の
で

あ
り
、
通
院
、
買
い
物
、
通
学
、
行
政

手
続
き
な
ど
、
車
を
持
た
な
い
方
や
運

転
で
き
な
い
方
の
日
常
の
移
動
を
保
障

す
る
こ
と
が
安
心
の
第
一
歩
と
考
え
る
。

　

中
部
地
区
に
お
い
て
は
、
ふ
れ
あ
い

バ
ス
が
平
日
に
利
用
で
き
な
い
地
域
に

お
い
て
も
、
来
年
度
以
降
は
、
全
域
で

デ
マ
ン
ド
利
用
が
で
き
る
よ
う
に
柔
軟

な
取
り
扱
い
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

スマート農業のイメージ

市
長
の
公
約
実
現
に

　
向
け
て
の
取
組

録画放送

是非の会
松尾　実

議
員　

高
齢
者
の
健
康
寿
命
維
持
の
主
な

　

取
り
組
み
は
。

福
祉
部
長　

平
成
26
年
度
か
ら「
住
民
主

体
の
通
い
の
場
」を
設
置
し
、
現
在
１

１
３
団
体
、
１
千
５
０
０
人
が
参
加
し

て
い
る
。

議
員　

介
護
人
材
不
足
に
ど
う
取
り
組
む

　

か
。

福
祉
部
長　

今
年
度
、
介
護
施
設
関
係
者

や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
参
加
の
も
と
、

「
平
戸
市
介
護
職
人
材
確
保
対
策
協
議

会
」を
立
ち
上
げ
た
。
実
効
性
の
あ
る

協
議
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

20
年
後
を
見
据
え
、
市
営
高
齢
者

　

集
合
住
宅
を
、
医
療
・
福
祉
・
介
護
の

　

観
点
か
ら
考
え
て
は
ど
う
か
。

福
祉
部
長　

集
落
に
お
け
る
互
助
機
能
の

低
下
や
移
動
手
段
を
考
え
る
と
、
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
発
想
す
る
が
、
面
積

の
広
い
平
戸
市
で
考
え
る
と
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

市
営
住
宅
の
配
置
に
お
い
て
は
、

無
配
置
と
な
る
地
区
を
無
く
し
た
地
域

割
り
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

建
設
部
長　

令
和
７
年
４
月
現
在
、
住
宅

入
居
数
７
７
４
戸
の
う
ち
、
65
歳
以
上

は
２
８
９
戸
で
37
％
。
今
後
の
地
区
別

目
標
管
理
戸
数
と
し
て
は
、
北
部
３
０

８
戸
、
中
部
５
戸
、
南
部
13
戸
、
生
月

93
戸
、
田
平
３
０
９
戸
の
合
計
７
２
８

戸
を
想
定
し
て
い
る
。

議
員　

公
設
霊
園
の
設
置
を
考
え
て
は
ど

　

う
か
。

市
民
生
活
部
長　

本
市
の
場
合
、
早
急
な

対
応
は
難
し
い
が
、
そ
の
必
要
性
な
ど

を
検
討
・
研
究
し
て
い
き
た
い
。

無縁仏の納骨堂(大久保町)

高
齢
社
会
へ
の
対
応
と

　
公
設
霊
園
の
設
置
を
問
う

録画放送

是非の会
池田　稔巳

議
員
　
人
口
減
少
対
策
は
、
市
に
と
っ
て

　

最
重
要
課
題
の
１
つ
と
考
え
る
が
、
現

　

状
と
今
後
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

財
務
部
長　

現
在「
移
住
・
定
住
政
策
班
」

に
お
い
て
、
職
員
３
人
、
移
住
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
１
人
で
取
り
組
ん
で
い

る
が
、
ふ
る
さ
と
納
税
、
結
婚
対
策
も

同
班
で
行
っ
て
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
は「
平
戸
市
ず
っ
と

住
み
た
い
ま
ち
創
出
条
例
」を
制
定
し

て
お
り
、
将
来
に
わ
た
り
定
住
人
口
の

安
定
的
な
維
持
と
、
市
民
の
皆
様
が

ず
っ
と
住
み
た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
を
最
重
要
課
題
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
新
た
な
支
援
策
を
令
和
８
年

度
に
向
け
て
見
直
し
て
お
り
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
活
用
に
つ
い
て
も
検
討

中
で
あ
る
。

議
員　

合
併
当
初
、
支
所
は
一
定
の
職
員

と
権
限
を
残
し
た「
総
合
支
所
方
式
」

で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
人
員
、
権
限
が

大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。

　

総
合
計
画
に
お
い
て
地
域
ご
と
の
取

り
組
み
を
明
記
し
た「
地
域
づ
く
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、
地
域
ご
と
の
施
策

が
重
要
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
は
な
い

か
。

　

地
域
の
拠
点
と
し
て
の
支
所
や
出
張

所
の
役
割
は
大
変
重
要
で
あ
り
、
職
員

の
増
員
に
よ
る
機
能
強
化
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
が
。

市
長　

市
の
財
政
状
況
な
ど
を
考
え
る
と
、

事
業
の
見
直
し
や
経
常
経
費
の
削
減
が

必
要
で
あ
る
。
現
状
で
は
困
難
で
あ
る

が
、
地
域
振
興
は
重
要
で
あ
る
た
め
、

既
存
の
体
制
の
中
で
出
来
る
限
り
の
取

り
組
み
を
進
め
た
い
。

平戸市総合計画(概要版)

人
口
減
少
対
策
の
推
進
を 

支
所
・
出
張
所
の
機
能
強
化
を

録画放送

新時代
原野　育朗
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市 政 へ 鋭 く 問 う ！市 政 へ 鋭 く 問 う ！ 市 政 へ 鋭 く 問 う ！市 政 へ 鋭 く 問 う ！

議
員
　
市
長
が
描
く
平
戸
の
未
来「
第
一

次
産
業
を
守
り
・
育
て
・
稼
ぐ
」に
つ

い
て
、
そ
の
思
い
を
た
ず
ね
る
。

市
長
　
市
長
と
し
て
、
産
業
を
成
長
軌
道

に
乗
せ
る
こ
と
を
最
重
要
課
題
と
し
て

い
る
。

　

守
る
た
め
に
は
、
農
林
水
産
業
に
携

わ
る
皆
様
の
声
を
聴
き
現
場
に
寄
り

添
っ
た
行
政
を
貫
く
こ
と
が
不
可
欠
。

　

育
て
る
た
め
に
は
、
若
者
や
女
性
が

こ
の
産
業
に
将
来
性
を
感
じ
る
環
境
づ

く
り
が
必
要
で
あ
る
。

　

そ
し
て
さ
ら
な
る
ブ
ラ
ン
ド
化
、
販

路
拡
大
で
稼
ぐ
力
へ
の
転
換
を
図
っ
て

い
く
た
め
、
こ
れ
ま
で
国
政
で
培
っ
た

経
験
と
人
脈
を
活
か
し
、
国
や
県
と
連

携
し
な
が
ら
必
要
な
補
助
金
を
引
き
寄

せ
る
と
と
も
に
、
制
度
創
設
に
つ
い
て

も
働
き
か
け
て
い
く
。

　

行
政
が
伴
走
者
と
な
り
課
題
の
共
有

と
、
解
決
策
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る

体
制
実
現
を
目
指
し
、「
で
き
な
い
理

由
」で
は
な
く「
ど
う
す
れ
ば
で
き
る

か
」の
姿
勢
で
誇
れ
る
平
戸
市
の
第
一

次
産
業
を
次
の
世
代
に
つ
な
い
で
い
く
。

議
員
　
交
通
船
の
定
期
検
査
は
こ
れ
ま
で

　

ど
の
よ
う
に
し
て
き
た
の
か
。

総
務
部
長　

５
年
ご
と
の
精
密
検
査
、
１

年
ご
と
の
中
間
検
査「
船
体
及
び
機
関

設
備
」を
行
っ
て
い
る
。

議
員
　
最
近
欠
航
も
多
い
よ
う
で
あ
る
。

運
輸
局
の
規
定
も
あ
る
が
大
島
の
浮
桟

橋
、
港
の
形
状
は
予
算
が
か
か
っ
て
も

検
討
す
べ
き
。
今
回
傭
船
に
対
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
っ
た
が
旅
客
船
協

会
と
の
連
携
と
緊
密
な
関
係
構
築
が
重

要
で
あ
る
が
。

総
務
部
長　

さ
ら
に
情
報
連
携
を
密
に
し

　

て
い
く
。

市
長
　
離
島
航
路
の
確
保
と
安
定
運
航
に

向
け
て
必
要
な
財
源
確
保
等
尽
力
す
る
。

フェリー大島

市
長
の
描
く
未
来
と

交
通
船
の
安
定
運
航
を
問
う

録画放送

新波クラブ
神田　全記

議
員
　
行
政
改
革
は
、
市
長
を
は
じ
め
職

員
の
関
心
と
意
気
込
み
が
な
け
れ
ば
、

進
捗
は
望
め
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か

か
ら
な
い
状
況
で
は
、
す
べ
て
の
消
費

形
態
が
利
用
者
の
減
少
か
ら
く
る
利
用

料
の
減
少
や
売
り
上
げ
の
縮
小
を
招
い

て
い
る
。

　

人
口
に
見
合
っ
た
公
共
施
設
の
あ
り

方
や
、
行
政
業
務
の
改
善
な
ど
、
課
題

は
山
積
し
て
い
る
と
考
え
る
が
、
市
長

は
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
行
財
政
改
革
が
こ
れ
ま
で
以

上
に
成
果
を
上
げ
る
た
め
に
、
人
材
と

組
織
を
ど
う
構
築
し
設
置
す
る
の
か
。

難
し
い
行
政
運
営
が
予
想
さ
れ
る
が
、

「
皆
様
方
と
き
ず
な
を
結
ん
で
新
し
い

平
戸
市
を
開
い
て
い
く
」と
の
信
念
の

も
と
、
こ
れ
か
ら
４
年
間
、
明
る
い
展

望
の
あ
る
市
政
の
か
じ
取
り
を
お
願
い

す
る
。

市
長
　
就
任
以
降
、
各
担
当
部
署
か
ら
政

策
の
進
捗
状
況
や
懸
案
事
項
な
ど
の
説

明
を
受
け
て
い
る
が
、
人
口
減
少
や
少

子
高
齢
化
な
ど
を
背
景
に
多
く
の
社
会

的
課
題
が
山
積
し
て
お
り
、
行
政
改
革

や
財
政
健
全
化
な
ど
の
必
要
性
に
つ
い

て
改
め
て
強
く
感
じ
た
。

　

今
後
も
厳
し
い
行
財
政
運
営
が
予
想

さ
れ
る
が
、
市
民
の
期
待
や
課
題
を
的

確
に
把
握
し
、
政
策
に
反
映
さ
せ
る
と

と
も
に
、
市
民
と
職
員
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
め
る
体
制
を
つ
く
り
、「
未

来
を
ひ
ら
く　

き
ず
な
を
結
ぶ　

平

戸
」の
実
現
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

旧城下町商店街の街並み

合
併
後
20
年

行
財
政
改
革
の
進
捗
と

今
後
の
取
り
組
み
を
問
う

録画放送

市民の会
竹山　俊郎

議
員
　
平
戸
市
の
発
展
の
た
め
、
ど
の
よ

　

う
な
決
意
で
臨
ま
れ
る
の
か
。

市
長
　
市
政
運
営
の
根
幹
は「
挑
戦
と
つ

な
が
り
」を
掲
げ
て
い
る
。
誇
れ
る
平

戸
市
、
選
ば
れ
る
平
戸
市
の
実
現
に
向

け
取
り
組
む
。

議
員
　
市
民
と
の
関
係
性
の
構
築
は
。

市
長
　
市
民
の
声
こ
そ
市
政
の
原
動
力
。

現
場
主
義
を
徹
底
し
、
市
民
が
直
接
市

政
に
参
加
で
き
る
対
話
の
場
の
設
置
な

ど
、
市
役
所
内
部
に
市
民
の
声
を
活
か

す
組
織
づ
く
り
を
行
う
。

議
員
　
野
生
鳥
獣
の
捕
獲
や
管
理
を
専
門

に
行
う
公
務
員
・
ガ
バ
メ
ン
ト
ハ
ン

タ
ー
を
制
度
化
で
き
な
い
か
。

農
林
水
産
部
長
　
猟
友
会
と
連
携
し
て
有

害
鳥
獣
対
策
実
施
隊
を
市
の
特
別
職
員

と
位
置
付
け
対
策
に
当
た
っ
て
い
る
。

今
後
必
要
で
あ
れ
ば
増
員
も
検
討
し
た

い
。
ま
た
、
捕
獲
活
動
の
一
助
を
担
え

る
捕
獲
隊
を
結
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
。
今
後
は
こ
れ
を
拡
大
し
、
捕
獲

体
制
の
強
化
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
。

議
員
　
捕
獲
後
の
イ
ノ
シ
シ
処
理
施
設
が

　

必
要
と
考
え
る
が
。

農
林
水
産
部
長
　
民
間
事
業
所
と
協
議
を

継
続
し
て
い
る
。
焼
却
等
処
理
施
設
は

近
い
将
来
必
要
と
考
え
て
い
る
が
、
設

置
場
所
は
近
隣
住
民
の
理
解
も
必
要
な

た
め
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
る
。

議
員
　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
根
絶
と
対
策
を

　

伺
う
。

副
市
長
　
近
年
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

は
、
世
代
間
の
価
値
観
の
変
化
や
意
識

の
多
様
化
が
背
景
に
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
根
絶
は
一
朝
一
夕
に
は
達
成
で

き
な
い
が
、
全
庁
挙
げ
た
取
り
組
み
を

着
実
に
進
め
て
い
く
。

平戸市役所本庁舎

市
長
就
任
の
決
意
と

野
生
鳥
獣
対
策
の
方
針

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
を
問
う

録画放送

是非の会
松口　茂生

議
員
　
地
域
や
経
済
状
況
に
よ
る
学
習
機

会
の
格
差
を
是
正
す
る
た
め
、
学
校
外

学
習
や
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
へ
の
経
済
支

援
導
入
の
考
え
を
問
う
。

教
育
長
　
財
政
や
人
材
確
保
に
課
題
が
あ

り
、
現
状
で
は
導
入
は
困
難
で
あ
る
が
、

公
教
育
の
充
実
を
最
優
先
に
考
え
て
い

る
。

議
員
　
選
挙
の
投
票
率
向
上
の
た
め
に
期

日
前
投
票
所
を
生
活
導
線
上
で
あ
る
商

業
施
設
に
設
置
す
る
の
は
ど
う
か
。

総
務
部
長
　
商
業
施
設
で
の
投
票
所
設
置

は
、
施
設
条
件
や
人
員
確
保
の
課
題
が

多
く
、
現
時
点
で
は
困
難
で
あ
る
。

議
員
　
平
戸
大
橋
交
差
点
に
お
け
る
渋
滞

の
実
態
把
握
お
よ
び
交
通
安
全
確
保
に

向
け
た
改
善
策
を
問
う
。

建
設
部
長　

交
通
量
調
査
と
信
号
調
整
な

ど
の
対
策
を
実
施
済
み
。
今
後
は
平
戸

イ
ン
タ
ー
開
通
に
よ
る
改
善
を
見
込
ん

で
い
る
。

議
員
　
平
戸
大
橋
交
差
点
が
渋
滞
す
る
こ

と
で
、
田
平
公
園
入
口
に
て
右
折
で
き

な
い
車
両
が
発
生
し
、
複
合
渋
滞
を
招

い
て
い
る
。
田
平
公
園
入
口
に
駐
停
車

禁
止
帯
を
設
置
し
緩
和
で
き
な
い
か
。

建
設
部
長　

地
元
か
ら
要
望
な
ど
の
提
出

が
あ
れ
ば
、
県
お
よ
び
警
察
に
進
達
し

て
い
く
。

議
員
　
平
戸
大
橋
交
差
点
の
渋
滞
が
観
光

満
足
度
や
市
の
イ
メ
ー
ジ
に
与
え
る
影

響
と
改
善
の
必
要
性
を
問
う
。

文
化
観
光
商
工
部
長　

渋
滞
は
観
光
満
足

度
低
下
の
要
因
と
な
り
得
る
た
め
、
今

後
も
交
通
状
況
を
注
視
し
て
い
く
。

平戸大橋渋滞＆田平公園入口関連資料

平
戸
の
未
来
へ
の
投
資

録画放送

新時代
山内　信太朗

平戸大橋方面

至 田平公園

平戸瀬戸市場方面 平戸IC方面

佐
世
保
方
面
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市 政 へ 鋭 く 問 う ！市 政 へ 鋭 く 問 う ！ 市 政 へ 鋭 く 問 う ！市 政 へ 鋭 く 問 う ！

議
員
　
本
市
の
水
道
事
業
は
、
水
道
料
金

収
入
の
減
少
や
施
設
の
維
持
管
理
、
老

朽
化
な
ど
の
課
題
に
直
面
し
、
財
政
状

況
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
が
、
市
民

生
活
は
長
引
く
物
価
高
騰
で
大
変
苦
し

く
、
家
庭
や
事
業
者
の
負
担
は
既
に
大

変
重
い
。
市
民
の
不
安
を
和
ら
げ
る
た

め
、
水
道
料
金
に
関
す
る
支
援
が
あ
れ

ば
市
民
は
平
等
に
広
く
恩
恵
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
か
ら
の
水
道
事

業
の
方
針
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

市
長　

安
全
で
安
心
な
水
道
水
の
供
給
を

将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
的
に
持
続
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
健
全
な
経
営
を
維

持
す
る
た
め
経
常
経
費
の
削
減
に
努
め

て
い
く
。

議
員
　
農
林
水
産
業
に
つ
い
て
、
働
き
手

が
自
然
減
に
な
っ
て
も
、
生
産
額
の
維

持
と
成
長
を
促
す
た
め
に
、
働
き
や
す

い
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
で
大
き
く
将

来
へ
の
展
望
が
改
善
さ
れ
る
。
将
来
の

生
産
額
の
向
上
、
成
長
に
向
け
取
り
組

み
を
強
化
す
る
考
え
は
。

農
林
水
産
部
長　

既
存
の
担
い
手
の
経
営

継
続
、
後
継
者
へ
の
継
承
と
い
っ
た
新

た
な
取
り
組
み
の
検
討
が
必
要
。
生
産

性
の
向
上
や
労
力
負
荷
の
低
減
、
燃
油

経
費
負
担
軽
減
に
よ
る
安
定
し
た
生
産

体
制
の
維
持
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

議
員
　
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
を
見
据
え

た
取
り
組
み
と
平
戸
和
牛
の
振
興
を
担

う
行
政
と
し
て
の
意
気
込
み
は
。

農
林
水
産
部
長　

生
産
者
を
含
め
た
関
係

機
関
と
の
チ
ー
ム
会
議
に
よ
り
、
巡
回

指
導
を
強
化
し
、
候
補
牛
の
確
保
育
成

に
取
り
組
み
、
全
国
和
牛
能
力
共
進
会

で
の
日
本
一
奪
還
を
目
指
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

平戸市の代表牛の審査

水
道
料
金
の
支
援
や

農
林
水
産
の
継
続
的
な

振
興
を
目
指
し
て

録画放送

新蒼会
綾香　良浩

議
員
　「
数
ヶ
月
か
け
て
育
て
た
米
や
野
菜

が
、
イ
ノ
シ
シ
被
害
で
一
夜
に
し
て
何

も
残
ら
ず
非
常
に
残
念
で
あ
る
。
ど
う

に
か
し
て
ほ
し
い
」と
の
声
が
多
く
あ

る
。
新
た
な
被
害
対
策
を
講
じ
な
け
れ

ば
離
農
者
が
増
え
農
地
が
荒
れ
て
し
ま

う
。
そ
こ
で
猟
犬
を
使
っ
た
捕
獲
チ
ー

ム
を
平
戸
市
で
編
成
し
年
間
を
通
し
て

イ
ノ
シ
シ
捕
獲
を
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
た
ず
ね
る
。

農
林
水
産
部
長　

市
内
農
業
者
が
イ
ノ
シ

シ
被
害
に
困
っ
て
い
る
現
状
か
ら
、
新

し
い
捕
獲
や
駆
除
の
方
法
な
ど
に
つ
い

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
研
究
を
重

ね
、
猟
友
会
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
関

係
機
関
と
も
協
議
し
、
よ
り
良
い
方
法

は
な
い
か
検
討
し
た
い
。

議
員　

中
部
地
区
に
拠
点
を
置
く
タ
ク
シ
ー

会
社
が
廃
業
し
た
事
で
、
市
民
が
急
ぎ

の
時
、
病
院
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
、

高
齢
者
が
急
ぎ
の
要
件
の
と
き
出
か
け

ら
れ
な
い
な
ど
の
声
が
あ
る
が
、
現
状

を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
、
そ
の
対
応
策

に
つ
い
て
考
え
て
い
る
か
。

総
務
部
長　

田
平
町
に
事
務
所
を
置
く
タ

ク
シ
ー
事
業
者
が
中
部
地
区
の
市
民
病

院
に
２
台
常
駐
し
て
い
た
が
、
利
用
者

が
少
な
く
採
算
に
合
わ
ず
、
現
在
１
台

が
常
駐
し
て
い
る
。

議
員
　
中
部
地
区
で
自
由
に
移
動
で
き
る

　

手
段
は
な
い
の
か
。　

総
務
部
長　

平
戸
市
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
デ

マ
ン
ド
バ
ス（
事
前
に
電
話
や
ア
プ
リ

で
予
約
し
、
バ
ス
停
や
自
宅
ま
で
迎
え

に
来
て
く
れ
る
バ
ス
）を
、
月
曜
日
か

ら
土
曜
日
の
午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後

６
時
ま
で
運
行
し
て
い
る
。

※
事
前
の
利
用
登
録
と
乗
車
前
日
ま
で

　

の
予
約
が
必
要
。

平戸市ふれあいバス

イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策
と

中
部
地
区
の
交
通
を
問
う

録画放送

新蒼会
山田　能新

議
員
　
市
長
と
し
て
の
政
治
姿
勢
は
。

市
長　

市
民
一
人
ひ
と
り
の
声
を
中
心
に

置
き
、
対
話
、
オ
ー
ル
平
戸
を
基
本
姿

勢
と
し
て
い
る
。
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
や
若
者
会
議
を
開
催
し
直
接
声
を
聞

く
機
会
を
設
け
た
い
。

議
員
　
選
挙
公
約
に
掲
げ
た
７
つ
の
課
題

の
う
ち
、
優
先
し
て
行
う
項
目
・
内
容
は
。

市
長　

第
一
次
産
業
で
は
、
農
業
、
漁
業
、

畜
産
業
を
稼
げ
る
産
業
へ
と
展
開
す
る
。

観
光
業
で
は
、
歴
史
と
文
化
を
生
か
し

た
観
光
商
店
街
整
備
や
国
内
外
か
ら

人
々
を
呼
び
込
む
仕
組
み
を
作
る
。
人

口
減
少
高
齢
化
対
策
で
は
、
空
き
家
バ

ン
ク
の
再
構
築
や
移
住
者
向
け
住
宅
改

修
支
援
、
子
育
て
世
代
へ
の
切
れ
目
な

い
支
援
体
制
、
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
支
援

を
行
う
。

議
員
　
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
て
消
火

栓
ボ
ッ
ク
ス
が
整
備
さ
れ
た
が
、
老
朽

化
し
交
換
が
必
要
な
も
の
が
見
受
け
ら

れ
る
。
交
換
は
、
自
治
会
負
担
で
は
な

く
、
行
政
の
負
担
で
行
っ
て
ほ
し
い
。

消
防
長　

設
置
か
ら
十
年
を
経
過
し
、
潮

風
が
当
た
り
や
す
い
箇
所
な
ど
劣
化
が

激
し
い
も
の
が
あ
る
。
格
納
箱
１
台
が
、

耐
久
性
の
あ
る
ス
テ
ン
レ
ス
製
で
約
５

万
円
と
高
額
で
あ
り
、
全
基
の
一
律
更

新
は
困
難
な
の
で
、
更
新
の
基
準
を
設

定
し
整
備
し
た
い
。

議
員　

崎
方
公
園
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る

防
火
水
槽
が
、
公
園
整
備
で
ポ
ン
プ
車

が
入
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
の
で
環
境

整
備
が
必
要
で
は
。

消
防
長　

車
両
の
大
型
化
で
接
近
し
づ
ら

く
な
り
、
ま
た
公
園
駐
車
場
進
入
道
路

整
備
工
事
中
で
接
近
で
き
な
い
た
め
、

人
力
で
可
搬
ポ
ン
プ
を
搬
送
す
る
よ
う

に
し
て
い
る
。
消
火
活
動
が
ス
ム
ー
ズ

に
行
え
る
よ
う
に
担
当
課
と
協
議
す
る
。

防火水槽の標識（例）

市
長
の
政
治
姿
勢
と
市
政
運
営

消
火
栓
ボ
ッ
ク
ス
や

防
火
水
槽
の
適
正
管
理
を
問
う

録画放送

政和会
岡　康則

　進行の妨げとならないよう、傍聴席周辺で
の私語や携帯電話の使用はお控えください。
※携帯電話などは電源を切るかマナーモード
　に設定してください。

　令和８年３月定例会は、２月24日（火）
開会予定です。詳しい日程は、後日、議会運営
委員会で決定し、市HPでお知らせします。

３月定例会のお知らせ 傍聴時の注意点

　令和７年12月24日付けで、下記のとおり議会の構成に変更がありましたのでお知らせします。
○議会会派の結成および変更

新

市民の会

是非の会

旧

改進会

議会構成の変更のお知らせ

◎竹山　俊郎

　池田　稔巳

　松尾　　実　

　松口　茂生

◎竹山　俊郎

◎池田　稔巳

　松尾　　実　

　松口　茂生


